
叫
び
、
戦
争
関
連
法
案
な
ど

次
々
に
強
行
採
決
し
た
。
さ

ら
に
本
人
や
妻
が
深
く
関
与

し
た
と
さ
れ
る
「
も
り
、
か

け
、桜
問
題
」や
検
察
庁
法
改

正
案
、後
を
絶
た
な
い
官
僚
、

政
治
家
の
不
祥
事
な
ど
政
治

の
信
頼
は
地
に
落
ち
た
。
そ

の
責
任
は
重
い
▼
安
倍
首
相

の
改
憲
発
言
は
国
民
の
憲
法

感
を
一
変
さ
せ
た
。「
立
憲

主
義
」と
は
何
か
、憲
法
の
意

義
と
存
在
価
値
に
気
づ
か
さ

れ
た
国
民
も
多
い
▼
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
で
命
を
奪
わ
れ
た

医
師
の
中
村
哲
さ
ん
が
「
現

地
で
は
憲
法
９
条
に
守
ら
れ

て
き
た
」、歌
手
の
美
輪
明
宏

さ
ん
は
「
と
に
か
く
よ
か
っ

た
の
は
、戦
争
を
放
棄
し
ま

す
と
い
う
こ
と
で
し
た
」
と

語
る
▼
憲
法
を
変
え
よ
う
と

い
う
意
見
を
よ
く
聞
く
。
し

か
し
私
た
ち
の
憲
法
が
世
界

の
国
々
で
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
意
外
と
知
ら
れ

て
い
な
い
▼
菅
義
偉
首
相
が

誕
生
し
た
。
菅
首
相
は
コ
ロ

ナ
禍
で
苦
悩
す
る
国
民
に
ま

ず
自
助
で
努
力
し
公
助
は
最

後
と
の
見
解
を
示
し
た
。
し

か
し
多
く
の
国
民
生
活
は
す

で
に
自
助
、
共
助
で
は
立
ち

行
か
な
い
▼
ま
も
な
く
国
政

選
挙
が
始
ま
る
。
国
民
を
欺

き
、
生
活
を
苦
し
め
て
き
た

政
府
に
「
倍
返
し
」
す
る
チ

ャ
ン
ス
が
訪
れ
る
。（
広
）

　

７
年
以
上
に
渡

る
安
倍
政
権
が
幕

を
閉
じ
た
。
第
二

次
安
倍
政
権
発
足

当
初
か
ら
憲
法

改
正
を
声
高
に

　道北勤医協がスタートしてから現在に至るまで一貫してきたことは「無差別平
等の医療、介護の実践」です。これからもこの姿勢に変わりありません。
　コロナ禍で健康不安、生活不安が増す中、積み重ねてきた様々な経験を会員の
みなさんにお役に立てていただきたいと願っています。

何でも相談できる
　地域の相談所でありたいと願っています。

　●�元気に楽しくをモットーに
　　心も身体も健康に　
　それぞれの友の会では独自にエクサ
サイズやふまねっと、ウォーキング、認
知症予防体操、パークゴ
ルフ、などを企画し開催
　　しています。参加さ
　　　　れた方から大変
　　　　　　好評です。

身体を動かし
リフレッシュ！

●知りたい情報が学べます。
　会員さんやご近所の方が数人集ま
れば懇談会を開催できます。もちろ
ん町内会単位でも可能です。内容等
　の希望につい
　　てはご相談
　　　ください。

みんなで一緒に
楽しく学ぼう！

●会員さんに補助制度あり！
　友の会員さんが特定健診・大腸
がん検診・骨密度検診・人間ドック
などの各種健診を一条通病院・一
条クリニック・各診療所で受けら
れる場合、それぞれの健診（検診）
について補助があります。さらに
大腸がん検診はそれぞれの友の会
で会員さんに無料で
検診が受けられるよ
う検診キット配布を
行っています。

安心して健診を
受けてください！

●専門の職員が対応します。
　日常生活のなかで起こる困難や不安の
ご相談を受け付けています。医療・介護
以外の相談にも対応しています。まずは
ご相談ください。さらに気軽に立ち寄れ
て相談できる「暮らしの保健室」も稼働し
ています。
（☎0166-73-6611) へ
お問い合せください。

困った時、不安な時、
ご相談ください！

いま民医連が出来ること

Ｂ

友の会員6000名のみなさんへ
ハガキ一言運動を展開中！

(1) 道 北 の 医 療第534号 2020年10月1日
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10
月
20
日
㈫
、
午
後
２
時

か
ら
「
あ
か
つ
き
法
律
事
務

所
」
の
畑
地
雅
之
弁
護
士
が

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※�

予
約
制
で
す
（
担
当
者
が

事
前
に
相
談
内
容
を
お

聞
き
し
ま
す
が
、
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
）。
連

絡
先
33-

０
８
５
４
（
友

の
会
連
合
会
）

友
の
会
無
料
法
律

相
談
の
お
知
ら
せ

㊤
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
さ
わ

や
か
サ
ポ
ー
ト
」
で
の
朝
の
打
ち
合
わ

せ
風
景
㊦

　

か
っ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
」

に
よ
る
外
出
自
粛
の
影
響
は
地
域
の

様
々
な
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
外
出
自
粛
は

解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染
を
心
配

す
る
あ
ま
り
医
療
機
関
へ
の
受
診
を

控
え
た
り
、
く
す
り
を
間
引
い
た
り

服
用
を
止
め
た
り
さ
れ
る
方
も
お

り
、
命
に
か
か
わ
る
深
刻
な
事
態
が

起
き
て
い
ま
す
。

〇
「
一
声
か
け
」
運
動

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
お
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
不
安
な
毎
日

を
送
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

　

今
年
の
友
の
会
月
間
で
は
友
の
会

員
さ
ん
へ
ハ
ガ
キ
や
電
話
で
「
一
声

か
け
」
運
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
日

常
生
活
に
不
安
が
あ
っ
た
り
、
相
談

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
ん

な
事
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〇�

地
域
で
小
規
模
の
懇
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
友
の
会
主
催
の
懇
談
会
も
行

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
話
や
認
知
症
予

防
体
操
な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

社
保
組
織
部
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

　

道
北
地
域
に
会
員
３
万
２
千
人
の

仲
間
が
い
る
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
相

談
出
来
る
、
支
え
合
え
る
運
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

〇�

「
暮
ら
し
の
保
健
室
」
は
地
域

の
保
健
室

　

健
康
相
談
、
介
護
相
談
な
ど
暮
ら

し
の
中
で
分
か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ

た
こ
と
等
を
ど
な
た
で
も
「
暮
ら
し

の
保
健
室
」
で
相
談
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
相
談
に
は
看
護
師
を
は
じ

め
病
院
職
員
が
対
応
し
ま
す
。
相
談

ご
希
望
の
場
合
は
、
左
記
の
電
話
番

号
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）０
１
６
６-
７
３-
６
６
１
１

友
の
会
強
化
月
間
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　一条通病院では10月から「こども便秘外来」を開設します。診療は、６月に着任された宮本和俊
副理事長（小児外科専門医）が担当します。また、当院の特徴として小児科医とチームで診察が可能
ですので便秘外来の際に小児科一般診療を受診することもできます。
　こどもの便秘に対する兵庫県や神奈川県の保育所・幼稚園・小学校を対象にした調査では、14％
から20％が機能性便秘症と判明しました。こどもの便秘にはこども特有の原因や疾病が隠れている
こともあり、大人と同じように考えず、医師に相談すべき病気です。
　旭川市内でも専門外来はあまりなく、宮本副理事長は「便秘に苦しむこどもさんや保護者のみなさ
んに、少しでもお役に立てれば」と診療への抱負を語りました。
　診療は毎週月曜の午後２時から４時まで、診療は予約制で道北勤医協のホームページからお申し込
みください。

信頼できる仲間がいる
支え合う友の会がある

「いつでも元気」
読んでみませんか

をつなぐ月刊誌
友の会 民医連と

　

こ
れ
ま
で
一
条
ク
リ

ニ
ッ
ク
２
Ｆ
に
あ
り
ま

し
た
友
の
会
連
合
会
事

務
局
が
移
転
の
た
め
隣

接
す
る
第
２
サ
ク
ラ
イ

コ
ー
ポ
２
Ｆ
真
ん
中
に

移
転
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
新
住
所
】

旭
川
市
東
光
１
条
１
丁
目

１-

15

友
の
会
連
合
会
事
務
局
が
移
転
し
ま
し
た

移転先

こども便秘外来
10月19日（月）からスタート‼

宮本和俊副理事長

予約は
こちらから



相
談
室
の
窓

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制

度
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
カ
月
の

利
用
料
が
高
額
に
な
っ
た
際

に
、
申
請
に
よ
り
負
担
上
限

　

市
町
民
税
が
非
課
税
世
帯

の
場
合
、
一
万
五
千
円
、
も

し
く
は
、
二
万
四
千
六
百
円

を
超
え
た
分
の
金
額
が
戻
り

ま
す
。
該
当
す
る
方
は
保
険

者
（
市
区
町
村
）
に
申
請
し

ま
し
ょ
う
。

　

要
介
護
度
（
要
介
護
１
～

要
介
護
５
）
に
応
じ
た
支

額
を
超
え
た
分
の
金

額
が
後
か
ら
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。

　

か
た
く
り
の
郷
で
は
、
こ

の
制
度
に
よ
り
月
々
四
～
六

万
円
程
度
の
支
払
い
で
入
所

さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
な
お
、
課
税
世

帯
は
四
万
四
千
四
百
円
を
超

え
た
分
が
戻
り
ま
す
。

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制

で
も
対
象
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
た
め
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
具
体
的
に
は
、
介
護

保
険
施
設
の
入
所
で
の
食
費

や
居
住
費
、
日
常
生
活
費
は

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

介
護
老
人
保
健
施
設

か
た
く
り
の
郷

　
支
援
相
談
員
　
野
村
昭
典

度
は
助
か
り
ま
す

が
、
介
護
に
関
す
る

費
用
で
あ
れ
ば
な
ん

を
利
用
し
な
が
ら
自
宅
で
の

生
活
を
し
て
い
る
事
例
も
対

象
と
な
り
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
か
ら
受
け
取
る
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を

示
し
た
利
用
票
お
よ
び
利
用

票
別
表
に
利
用
額
（
１
割
等

負
担
割
合
に
応
じ
た
金
額
）

給
限
度
額
を
上
限
額
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
利
用
し
て
い
る
場
合

や
、
同
一
世
帯
に
複
数
の
要

介
護
者
が
い
る
場
合
に
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
制
度
が
適

用
に
な
る
可
能
性
が
高
い
で

す
。

　

例
え
ば
、
高
齢
者
世
帯
で

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

一
万
五
千
円
も
し
く
は
二
万

四
千
六
百
円
を
超
過
し
て
い

な
い
か
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
や
介
護
老
人
保
健
施
設

に
入
所
す
る
場
合
に
も
こ
の

制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

と
て
も
助
か
る
制
度
で
す
。

夫
婦
と
も
に
要
介
護
者
で
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
事
例
（
一
方
が
要
支
援
の

場
合
も
あ
り
ま
す
）で
す
。夫

婦
ど
ち
ら
か
が
有
料
老
人
ホ

ー
ム
や
認
知
症
対
応
型
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
介
護
施

設
で
生
活
し
、
も
う
一
人
が

介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

ア
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
勤
医
協
に
勤

め
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

宗
谷
地
域
で
は
『
困
っ
た

と
き
は
勤
医
協
』と
言
わ
れ
、

困
難
事
例
も
多
く
受
け
入
れ

て
き
ま
し
た
。
中
で
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
歩
け

な
い
状
態
で
何
年
も
入
浴
も

受
診
も
し
て
お
ら
ず
、
食
事

は
１
日
１
食
、
家
屋
は
今
に

も
崩
れ
そ
う
な
木
造
住
宅
に

長
年
住
み
、
地
域
民
生
委
員

か
ら
「
最
近
姿
を
見
な
い
」

慣
れ
た
家
が
安
心
す
る
の
だ

と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
高
齢

者
が
一
人
で
在
宅
生
活
を
続

け
る
こ
と
は
様
々
な
リ
ス
ク

が
あ
り
、
支
援
を
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
時
間
だ
け
で
は
な

く
、
利
用
者
の
方
が
安
心
、

安
全
に
長
く
在
宅
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
ど
ん
な
視
点

を
持
っ
て
何
が
で
き
る
の
か

を
日
々
考
え
、
宗
谷
医
院
、

居
宅
、
訪
問
看
護
、
市
内
各

事
業
所
と
連
携
を
図
り
、
宗

谷
な
ら
で
は
の
繋
が
り
を
大

切
に
、
今
後
も
よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

介護職の魅力と
やりがいをお伝えします

宗谷ならではの
繋がりを大切に

キラッと 介護★

　

宗
谷
医
院
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
、
１
日
18
名
定

員
の
地
域
密
着
型
通
所
介
護

で
、
比
較
的
自
立
し
て
い
る

方
、
独
居
の
方
が
多
く
利
用

さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

　

20
年
前
に
外
来
待
合
で
の

ミ
ニ
デ
イ
が
始
ま
り
、
後
に

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
開
設
と
な
り

ま
し
た
。
私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

３
病
棟　
介
護
主
任

みんなの
医療講座

シリーズ

宗
谷
医
院
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

小
野
　
里
香

主
任
介
護
福
祉
士

と
、
心
配
の
声
が
宗
谷
医
院

に
と
ど
き
ま
し
た
。
経
済
的

に
も
不
安
が
あ
り
、
宗
谷
医

院
全
体
で
の
話
し
合
い
を
し

て
支
援
方
法
を
検
討
し
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

冬
の
送
迎
時
、
職
員
が
自

宅
前
の
雪
か
き
を
し
、
お
ん

ぶ
し
て
送
迎
車
ま
で
連
れ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

日
が
経
つ
ご
と
に
慣
れ
て
他

の
利
用
者
さ
ん
と
の
交
流
が

図
れ
る
ま
で
に
な
り
笑
顔
が

見
ら
れ
た
時
に
は
、
改
め
て

び
が
よ
く
、
粘
着
力
が
強
い

で
す
。
そ
の
為
、
関
節
に
貼

る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

【
塗
布
剤
】

☆
手
で
塗
る
タ
イ
プ
～

　

す
り
込
む
様
に
塗
る
事

で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
が
得

ら
れ
ま
す
。

☆
直
接
塗
る
タ
イ
プ
～
　

　

手
を
汚
さ
ず
塗
布
で
き
ま

す
。

●
軟
膏
剤

炎
鎮
痛
剤
が
患
部
に
吸
収
さ

れ
る
こ
と
で
効
果
が
出
ま

す
。薬
が
均
一
に
吸
収
さ
れ
、

１
日
１
～
２
回
の
貼
り
か
え

で
十
分
効
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
パ
ッ
プ
剤

　

厚
み
の
あ
る
湿
布
薬
で

す
。
水
分
を
含
む
基
剤
で
で

き
て
お
り
、
保
湿
性
に
優
れ

冷
却
効
果
も
高
い
で
す
。

●
テ
ー
プ
剤

　

パ
ッ
プ
剤
よ
り
薄
く
て
伸
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高橋　陽子一条通病院
薬剤科副科長

油
性
基
剤
の
塗
り
薬
で
す
。

刺
激
が
弱
く
、
肌
の
弱
い
方

に
も
向
い
て
い
ま
す
。
べ
た

つ
き
が
強
く
、
汗
で
流
れ
に

く
い
た
め
持
続
性
が
あ
り
ま

す
。
保
湿
力
が
高
い
の
も
特

徴
で
す
。

●
ク
リ
ー
ム
剤

　

油
分
と
水
分
が
含
ま
れ
た

基
剤
で
す
。
の
び
が
良
く
、

べ
た
つ
き
に
く
い
で
す
。
水

で
簡
単
に
洗
い
流
せ
る
た

め
、
汗
で
も
流
れ
や
す
い
で

す
。

●
ゲ
ル
剤

　

ゼ
リ
ー
状
の
製
剤
で
、
皮

膚
に
塗
り
始
め
る
と
体
温
で

ゲ
ル
剤
の
温
度
が
上
が
っ
て

半
液
体
化
し
、
よ
り
広
く
塗

り
易
く
な
り
ま
す
。
ア
ル
コ

ー
ル
を
含
み
、
速
乾
性
が
あ

り
ま
す
。

●
液
剤
・
ロ
ー
シ
ョ
ン

　

液
体
な
の
で
薄
く
塗
れ
ま

す
。
軟
膏
や
ク
リ
ー
ム
剤
よ

り
は
、
べ
た
つ
き
が
少
な
い

で
す
が
、
刺
激
が
強
く
な
り

ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
で

す
。

●
チ
ッ
ク
剤
　

　

ゲ
ル
剤
を
さ
ら
に
固
め
て

固
形
状
に
し
た
も
の
で
、
ス

テ
ッ
ク
の
り
の
形
状
で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
含
有
で
す
。

【
エ
ア
ゾ
ー
ル
剤
】

●
ス
プ
レ
ー
剤

　

患
部
に
直
接
噴
霧
し
ま

す
。
噴
霧
後
、
目
に
入
ら
ぬ

様
に
注
意
が
必
要
で
す
。
10

㎝
以
上
離
し
て
皮
膚
に
噴
霧

し
な
い
と
、
凍
傷
を
起
こ
す

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
高
圧

ガ
ス
を
使
用
し
た
可
燃
性
製

品
で
す
の
で
、
保
存
時
は
火

気
厳
禁
で
す
。

【
注
意
】

★
坐
剤
以
外
の
概
要
薬
は
重

篤
な
副
作
用
は
め
っ
た
に
出

ま
せ
ん
が
、
そ
の
成
分
や
類

似
薬
で
副
作
用
（
か
ゆ
み
・

発
疹
・
発
赤
・
ア
ス
ピ
リ
ン

喘
息
等
）
が
出
た
事
の
あ
る

方
は
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
貼
付
剤
で
か
ぶ
れ
易
い
方

は
、
塗
り
薬
や
ス
プ
レ
ー
剤

が
お
勧
め
で
す
。

★
添
加
物
に
ア
ル
コ
ー
ル
を

含
む
製
剤
が
あ
り
、
ア
ル
コ

ー
ル
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
は
、

避
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
含
有
製

剤
の
保
存
は
火
気
厳
禁
で

す
。
ち
な
み
に
当
院
採
用
薬

で
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ま
な
い

製
品
は
、
坐
剤
、
貼
付
剤
、

イ
ン
テ
バ
ン
ク
リ
ー
ム
で
す
。

☆
当
院
採
用
薬
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン

（
先
発
品
：
モ
ー
ラ
ス
）
の

貼
付
剤
は
、
光
線
ア
レ
ル
ギ

ー
を
起
こ
す
可
能
性
が
高
い

で
す
。
光
線
ア
レ
ル
ギ
ー
と

は
、
紫
外
線
を
浴
び
る
と
異

常
な
皮
膚
反
応
（
発
疹
・
発

赤
・
か
ゆ
み
・
水
泡
等
）
を

起
こ
し
て
し
ま
う
症
状
で

す
。
ケ
ト
プ
ロ
フ
ェ
ン
の
貼

付
剤
で
は
、
成
分
が
皮
膚
に

残
り
、
中
止
後
数
週
間
経
て

も
皮
膚
炎
を
生
じ
る
の
で
、

は
が
し
た
後
も
数
週
間
日
光

を
当
て
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

痛
み
や
炎
症
を
抑
え
る
外

用
剤
は
、
次
の
よ
う
に
色
々

な
剤
型
が
あ
り
ま
す
。

●
坐
剤（
座
薬
）：
肛
門
か
ら

挿
入
す
る
薬
で
、
内
服
薬
よ

り
効
き
目
が
早
い
で
す
。
坐

剤
は
直
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
、

血
液
中
に
入
り
全
身
を
巡
る

た
め
、
副
作
用
に
も
気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
貼
付
剤
】

☆
冷
湿
布
～

　

消
炎
鎮
痛
剤
に
天
然
ハ
ッ

カ
（
メ
ン
ト
ー
ル
）
等
の
冷

感
刺
激
の
あ
る
成
分
を
含
む

た
め
、
冷
た
く
感
じ
ま
す
。

急
性
の
炎
症
や
痛
み
を
伴
う

場
合
に
効
果
的
で
す
。

☆
温
湿
布
～

　

消
炎
鎮
痛
剤
に
ト
ウ
ガ
ラ

シ
エ
キ
ス
等
の
温
感
刺
激
が

あ
る
成
分
を
含
む
た
め
温
か

く
感
じ
、
血
管
を
広
げ
患
部

の
循
環
を
良
く
す
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。
炎
症
の
な
い
慢

性
症
状
で
、
お
風
呂
等
で
温

め
る
と
楽
に
な
る
場
合
に
効

果
的
で
す
。
刺
激
が
強
く
な

ら
ぬ
よ
う
、
入
浴
の
30
分
～

１
時
間
前
ま
で
に
は
が
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
経
皮
吸
収
型
消
炎
鎮
痛
剤

　

冷
温
の
区
別
が
な
く
、
消

介
護
士
の
仕
事

に
や
り
が
い
を

感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

自
宅
へ
送
る
と

「
我
が
家
に
つ

い
た
」
と
布
団

に
入
る
姿
を
見

て
、
長
年
住
み
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ヨ
コ
の
か
ぎ
？

① 

支
持
す
る
政
党
の
な
い
有

権
者
。

④
原
子
番
号
30

⑤ 

見
せ
か
け
だ
け
で
中
身
の

な
い
こ
と
「
〇
〇
お
ど

し
」。

⑦ 

戦
後
、
闇
取
引
の
品
物
を

売
る
所
。
戦
後
の
○
○
○

○
。

⑨ 

冬
季
に
多
い
ウ
イ
ル
ス
性

食
中
毒
の
一
つ
。
〇
〇
ウ

イ
ル
ス
。

⑪ 

〇
〇
落
と
し
た
魚
は
大
き

い
。

⑫ 

習
慣
的
に
し
て
し
ま
う
手

の
動
き
。

⑭ 

勝
負
は
時
の
○
○
。

⑮ 

秋
の
日
の
た
ち
ま
ち
暮
れ

て
し
ま
う
さ
ま
を
た
と

え
て
い
う
。
〇
〇
〇
落
と

し
。

タ
テ
の
か
ぎ
？

① 

何
物
に
も
よ
ら
ず
、
何
物

に
も
執
着
し
な
い
こ
と
。

② 

そ
ん
な
に
ぐ
あ
い
よ
く
い

く
も
の
で
は
な
い
と
い

う
た
と
え
。
そ
う
は
〇
〇

〇
が
卸
さ
な
い
。

③
〇
〇
〇
〇
娘
。

④ 

日
本
経
済
は
危
機
的
な
落

ち
込
み
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
〇
〇
〇
ミ
ク
ス
破

綻
。

⑥
「
吝
嗇
」
の
読
み
方
。

⑧ 

三
密
と
は
？
密
集
・
密

閉
・
〇
〇
〇
〇
。

⑩
〇
〇
〇
風
呂
。〇
〇
〇
商
。

⑬ 

石
狩
〇
〇
。
い
の
し
し
〇

〇
。

＝
応
募
方
法
＝

　

２
重
マ
ス
の
字
を
組
み
合

わ
せ
て
、
あ
る
言
葉
（
ヒ
ン

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪

⑫ ⑬

⑭ ⑮

ト
参
照
）を
作
っ
て
下
さ
い
。

　

ご
応
募
は
、
ハ
ガ
キ
、
各

院
所
に
あ
る「
応
募
用
紙
」、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、答
え
、氏
名
、

郵
便
番
号
、
住
所
を
記
入
し

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
で
20
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り
は
10
月
末
日
。

＝
あ
て
先
＝

〒
０
７
８
―
８
３
４
１　

旭
川
市
東
光
１
条
１
丁
目
１

番
16
号　

道
北
勤
医
協
本
部

社
保
組
織
部

〈
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〉

to
m
o
n
o
kai@

d
o
h
o
ku
-

kinikyo.or.jp

　

８
月
号
の
答
え
は
「
な
つ

や
す
み
」。
応
募
総
数
１
３

１
通
（
ハ
ガ
キ
91
通
・
メ
ー

ル
40
通
・
応
募
用
紙
３
通
）

＝
当
選
者
＝
20
人
（
敬
称
略
）

青
柳
久
美
子
・
金
子
美
子
・

金
田
正
光
・
川
口
貴
寛
・
斉

藤
美
紀
・
坂
田
美
咲
・
細
野

良
隆
（
以
上
旭
川
市
）
阿
部

喜
子
（
豊
富
町
）
前
田
静
江

松
田
明
（
以
上
稚
内
市
）
牧

野
智
野
（
枝
幸
町
）
濱
田
智

昭（
網
走
市
）千
葉
和
子（
紋

別
市
）
宮
川
こ
ず
え
（
札
幌

市
）三
野
宮
八
郎（
石
狩
市
）

丸
山
令
子
（
美
瑛
町
）
青
木

捷
子
（
当
麻
町
）
渡
辺
百
香

（
東
神
楽
町
）太
田
孝
義（
名

寄
市
）有
馬
達
也（
鷹
栖
町
）

トリック・オア・トリート
ヒ
ン
ト

クロスワードパズル８月号解答

地
産
地
消
が
一
番

東
神
楽
町　
片
岡
貴
美
恵
さ
ん

　

週
３
日
、
近
く
の
公
民
館

の
敷
地
で
農
家
さ
ん
と
パ
ン

屋
さ
ん
が
朝
市
を
開
い
て
お

り
、
新
鮮
な
も
の
を
食
す
る

こ
と
が
で
き
、
地
産
地
消
が

一
番
で
す
。

今
年
は
大
変
な
年
に

幌
延
町　
川
森
市
子
さ
ん

　

も
う
９
月
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
終
息
も
見
え
ず
幌
延

友
の
会
は
総
会
も
で
き
ず
、

皆
さ
ん
の
役
に
立
つ
も
の
と

思
い
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

と
に
か
く
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
懸
命
に
や
っ
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
生
活
を
楽
し

も
う
と
思
い
ま
す
。
菜
園
に

ま
い
た
白
菜
の
芽
が
出
て
き

ま
し
た
。
大
き
く
な
れ
、
と

念
じ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

旭
川
市　
岡
田
和
子
さ
ん

　

地
域
の
動
き
と
絵
手
紙
、

パ
ズ
ル
で
少
し
頭
脳
の
掘
り

起
こ
し
で
す
。
楽
し
く
読
ん

で
い
ま
す
。

はつさく こ
たん しご

な ぼうよみ
いふう し
す こより

やまのひ ろ
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これからも
ながやま医院とともに

ながやま南友の会　坂本　誠一さん

「道北の医療」

宅配しています
シ
リ
ー
ズ
◯145

　

坂
本
誠
一
さ
ん
は
白
糠
町

出
身
で
す
。
ご
両
親
は
酪
農

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
高
校

を
卒
業
し
て
か
ら
根
室
に
あ

る
大
手
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
に

就
職
し
ま
す
。
そ
の
後
、
22

歳
の
時
に
旭
川
工
場
が
開
設

を
総
会
資
料
と
一
緒
に
配
布

し
、と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

「
道
北
の
医
療
」発
送
、
手
伝

っ
て
い
ま
す旭川

市　
平
み
さ
子
さ
ん

　

毎
月
の
新
聞
発
送
作
業
に

携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
こ
の
作
業
も
３
～
５

月
は
職
員
が
さ
れ
て
い
た
。

お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら

旭
川
市　
渡
部
永
子
さ
ん

　

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら

胃
カ
メ
ラ
検
査
に
行
き
ま

す
。配

達
あ
り
が
と
う

東
川
町　
森
　
牧
恵
さ
ん

　

い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ど
の

記
事
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

丹
精
込
め
た
牛
乳
が
消
費

者
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
美
味

し
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
何
よ
り
励
み
に
な
り

ま
す
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　

定
年
退
職
後
は
市
民
委
員

会
の
防
犯
部
長
を
10
年
務
め

ま
し
た
。
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
は
高
齢
者
の
通
院
介

助
、見
守
り
、独
居
老
人
宅
の

除
雪
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

様
々
な
障
害
が
あ
り
ま
し
た

が
、
な
が
や
ま
南
友
の
会
会

長
の
柴
田
誠
吾
さ
ん
が
先
頭

に
立
っ
て
調
整
し
無
事
、
開

院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
診
療
縮
小
に
な
っ

た
時
、「
困
っ
た
」
と
言
う

方
が
多
か
っ
た
ん
で
す
。
私

も
困
り
ま
し
た
。
で
も
地
域

の
た
め
奮
闘
し
て
く
れ
た
な

が
や
ま
医
院
の
職
員
の
み

な
さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
健
康
ま
つ
り
が

中
止
と
な
り
寂
し
い
で
す

が
、
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
ら

み
ん
な
で
ま
た
元
気
に
再
開

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
と
結
ば
れ
ま
し

た
。

遠
く
ま
で
配
達
も
し
て
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

農
家
で
良
か
っ
た

和
寒
町　
郷
　
道
子
さ
ん

　

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
何
を
す

る
に
し
て
も
大
変
な
時
で
す

が
、
農
家
な
の
で
自
由
に
働

け
ま
す
し
、
農
家
で
良
か
っ

た
と
思
う
日
々
で
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

旭
川
市　
栫
　
菊
代
さ
ん

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

白
菜
の
芽
、
大
き
く
な
れ

旭
川
市　
福
屋
み
ゆ
き
さ
ん

　

世
の
中
全
体
が
コ
ロ
ナ
禍

に
飲
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

さ
れ
生
活
の
基
盤
を
旭
川
に

移
さ
れ
ま
す
。
坂
本
さ
ん
は

製
造
の
現
場
で
40
年
間
、
勤

務
し
ま
し
た
。
工
場
で
は
衛

生
管
理
に
一
番
気
を
遣
い
、

原
乳
の
受
け
入
れ
か
ら
製
品

と
な
る
ま
で
厳
し
い
チ
ェ
ッ

ク
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
消

費
者
へ
の
安
全
が
何
よ
り
第

一
で
、「
医
療
現
場
と
共
通

し
ま
す
ね
」と
話
さ
れ
ま
す
。

現
在
は
こ
ど
も
た

ち
の
登
下
校
の
見

守
り
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

な
が
や
ま
医
院

は
地
域
の
中
に
溶

け
込
ん
だ
診
療
所

で
す
。
建
設
時
は

友の会
スポットライト

東
光
友
の
会 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

美瑛の丘　　旭川市　加賀谷洋子さん

　

東
光
友
の
会
は
会
員
さ
ん

約
２
千
人
の
友
の
会
で
す
。

行
事
も
盛
ん
で
東
光
公
民
館

で
開
催
す
る
毎
月
の
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

懇
親
旅
行
等
も
積
極
的
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
拡
大

し
た
３
月
か
ら
は
活
動
を
自

粛
し
て
き
ま
し
た
。
７
月
頃

か
ら
は
全
国
的
に
活
動
自
粛

が
解
除
さ
れ
た
た
め
、
東
光

地
域
包
括
や
道
北
勤
医
協
か

ら
の
感
染
予
防
指
導
に
従
い

活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
で
は
地
域
包
括

が
頭
の
体
操
や
ダ
ン
ス
、
勤

医
協
の
理
学
療
法
士
が
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
、
さ
ら

に
年
に
４
回
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
招
い
て
指
導
も
受

け
て
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た

方
か
ら
は
「
毎
日
、
自
宅
の

生
活
が
続
い
て
い
た
の
で
再

開
し
て
く
れ
て
本
当
に
良
か

っ
た
」「
家
事
を
離
れ
て
自

分
の
た
め
の
い
い
時
間
に
な

っ
て
い
る
。
参
加
が
楽
し

み
！
」「
自
分
は
足
首
が
弱

い
た
め
参
加
し
て
い
る
う
ち

に
と
て
も
歩
く
こ
と
が
楽
に

な
り
ま
し
た
・
・
こ
こ
で
学

ん
だ
こ
と
を
多
く
の
人
に
お

伝
え
で
き
ま
す
。
今
後
も
頑

張
っ
て
参
加
し
た
い
で
す
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
お
世
話
係
の
前
田
冷

子
さ
ん
は
「
い
つ
ま
で
も
元

気
で
住
み
慣
れ
た
町
で
」
な

ど
の
思
い
か
ら
は
じ
ま
り
、

今
年
で
13
年
目
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
コ
ロ
ナ
に

注
意
し
会
員
同
志
の
絆
を
深

め
て
い
き
た
い
と
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

く
れ
る
背
景
に
は
食
堂
の
運

営
を
陰
で
支
え
て
い
た
だ
く

大
人
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

定
期
的
に
、
お
菓
子
な
ど

を
届
け
て
く
だ
さ
る
友
の
会

員
の
國
岡
和
樹
さ
ん
も
そ
の

一
人
で
す
。
國
岡
さ
ん
は
子

ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
姿
を
想
像

し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
支
援

を
続
け
た
い
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
た
だ
い
ま
食
堂
代

表
の
神
長
さ
ん
は
「
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
し
っ

か
り
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
き
ま
す
」と
語
り
ま
し
た
。

子どもたちの喜ぶ笑顔がうれしい
　

た
だ
い
ま
食
堂
に
は
毎

回
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ど
の
子
ど
も
も
食

堂
の
開
催
を
楽
し
み
に

し
て
く
れ
、
満
面
の
笑

顔
で
参
加
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で國岡さんからお菓子を受け取る神長代表


